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痴
漢
行
為
を
行
っ
た
検
察
官
に
対
し
て
下
さ
れ
た
処
分
の
妥
当
性
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

本
年
五
月
十
四
日
、
さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
刑
事
部
の
○
○
○
○
検
事
が
、
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
の
電
車
内
で
女
性
に
対
し
て
痴
漢 

行
為
を
行
っ
た
と
し
て
、
警
視
庁
板
橋
署
に
よ
り
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
違
反 

(

痴
漢) 

容
疑
で
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
。
同
月 

二
十
八
日
、
さ
い
た
ま
地
検
は
法
務
省
が
同
日
付
で
○
○
検
事
を
停
職
一
か
月
の
懲
戒
処
分
に
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

 

が
、
同
検
事
は
同
日
、
辞
職
願
を
提
出
、
受
理
さ
れ
た
と
承
知
す
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
法
の
番
人
た
る
職
責
を
担
う
○ 

○
検
事
が
、
痴
漢
行
為
と
い
う
人
間
と
し
て
の
品
格
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
卑
劣
極
ま
り
な
い
行
為
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
検

察
庁
と
し
て
停
職
一
か
月
と
い
う
軽
微
な
処
分
が
下
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
後
自
主
退
職
し
た
同
検
事
に
退
職
金
が
支
払
わ 

れ
た
こ
と
が
社
会
通
念
上
妥
当
で
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」(

内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
八
〇
号)

で
は
、 

「
御
指
摘
の
○
○
○
○
検
事
に
対
す
る
処
分
は
、
行
為
の
原
因
、
動
機
、
態
様
、
結
果
、
影
響
等
の
ほ
か
、
日
ご
ろ
の
勤
務
態 

度
や
当
該
行
為
後
の
対
応
等
も
含
め
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
の
上
、
適
正
に
行
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の 

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。 

一 

○
○
検
事
が
痴
漢
行
為
を
行
っ
た
原
因
、
動
機
は
何
で
あ
っ
た
か
説
明
さ
れ
た
い
。 

二 

○
○
検
事
は
ど
の
様
な
状
況
の
下
、
ど
の
様
な
痴
漢
行
為
を
行
っ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。 

一 



二 

三 

今
次
、
○
○
検
事
が
痴
漢
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
、
ど
の
様
な
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

四 
○
○
検
事
の
日
ご
ろ
の
勤
務
態
度
は
、
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
説
明
さ
れ
た
い
。 

五 

痴
漢
行
為
を
行
っ
た
後
、
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
補
償
等
、
○
○
検
事
は
ど
の
様
な
事
後
的
対
応
を
と
っ
た
の
か
説
明
さ
れ 

た
い
。 

六 

一
か
ら
五
で
挙
げ
た
諸
般
の
事
情
は
、
○
○
検
事
へ
の
処
分
内
容
が
決
め
ら
れ
る
際
に
ど
の
様
に
反
映
さ
れ
た
の
か
説
明 

さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 

（
注
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
に
際
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
個
人
名
を
伏
せ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。 

 

  


